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開発するために、第 1 章と第 2 章から得られた知見と読みあう活動を実践している保育園の調査を
もとに、読みあう活動に関する保育者研修プログラム第 1 版を読みあう活動の子ども理解と保育に
ねらいや計画を立てることを中心とした研修と読みあう活動の保育技術を中心とした研修の2パタ
ンで作成し、保育者 71 名に対して実施した。 
第 5章では保育者研修プログラム第 1版参加者に記入してもらった研修後のふり返りシートを分
析し、読みあう活動に関する保育者研修プログラム第 1 版の評価を行った。この結果、2 パタンど
ちらとも研修の理解度や満足度は高かったが、特に読みあう活動の保育技術を中心としたグループ
学習の多い研修内容の研修に対するニーズが高かった。さらに、参加者から得られた回答より、第
1 版第の改善点を明らかにして、第 2 版の作成を行った。 







第 7章では第 6章で作成した読みあう活動に関する保育者研修プログラム第 2を保育現場に勤め
る保育者 79 名へ実施し、筆者が作成した読みあう活動のねらいや保育方法の質問紙を用いて研修
の効果を分析することによって、本プログラムの適正性の検証研究を行った。 





































平成 26 年 1 月 6 日、博士（学術）学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと最終
試験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 上記の論文審査の結果にもとづき、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有する
ものと認める。 
 
